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［２］研究経過 
新型コロナウイルスによるパンデミック covid-19

においては、通常マスクの不足に加えて医療用マスク

である N95 マスクの不足も深刻である。本来使い捨

てである N95 マスクをエタノール消毒して再利用す

るなど医療者リスクにも及んでいた（2020 年 2 月時

点）。 
マスク不足は生産ラインの不足というよりも不織

布など素材の供給不足の側面が強いことで生産量が

制限されている。そこで本共同研究では不織布等の素

材に頼らずにマスクと同等の機能を発揮する電子デ

バイスによる新たなマスクを提案・試作し機能評価す

ることを目的として研究を行った。 
具体的には医療者は酸素マスクもしくはフェイス

シールドを通して呼吸し、吸気側空気をプラズマクラ

スターイオン発生器を通すことによりウイルスの不

活化を行う構造である。より確実に不活化を行うため

に試作2号機では紫外線ユニットも追加している。 
2010 年10 月26 日に開催された加齢医学研究所主

催の新型コロナウイルス感染症対策共同利用・共同研

究第1回シンポジウムにおいて、提案するウイルス不

活化電子デバイスマスクの1号機（図１）を供覧した。 

 図1 試作1号機 
 

第1回シンポジウムにおいては加齢医学研究所をは

じめとする参加者に評価していただき、バッグバルブ

状のマスクではなくフェイスシールド状の方が望ま

しいとのコメントを得た。 
 
 
［３］成果 
 （３－１）研究成果 
本年度は、以下に示す試作2号機をもって研究成果

とする。図2に試作2号機の全景を示す。カートの中

段にウイルス不活化装置、下段には無停電電源装置を

備える。 

 図2 試作２号機 



 

まず第１の改良点はバッグバルブ状のマスクでは

なくフェイスシールド状の装着方法としたことであ

る。フェイスシールドは塩化ビニル製で空気を入れる

ことで頭部にかぶることが可能な立体形状となる。ウ

イルス不活化装置で不活化された空気は吸気用ホー

スを経由して常時供給されフェイスシールド内を満

たす。呼気はシールド下部より受動的に排出される構

造である。 
第２の改良点は、ウイルス不活化の手段を1号機で

のプラズマクラスター発生装置のみだったものから 2
号機では紫外線照射装置を追加した点である。図3に

ウイルス不活化装置部の拡大写真を示す。 

 
図3 ウイルス不活化装置 
紫外線発生器（左上） 

プラズマクラスター（右上） 
無停電電源装置（下） 

 
 外気はまず紫外線照射装置のチャンバーを通過す

ることでウイルスの吸光領域である 260～270nm の

紫外線で第一段階の不活化を実施し、さらにプラズマ

クラスター装置にてイオン化され上部のホースに供

給される。約 1.5ｍのホース内ではプラズマクラスタ

ーイオンによって第二段階のウイルス不活化を行う

構成である。 
 
（３－２）波及効果と発展性など 
プラズマクラスターイオンが新型コロナウイルス

の不活化に有効であることが本研究期間中の 2020 年

9 月にシャープより発表があった（News release, 

sharp corp. 2020.9.7）。プラズマクラスターイオン30
秒の照射で 90％以上の不活化効果との定量データが

示された。 
試作1号機も2号機もプラズマクラスターイオンが

吸気ホースの内部で外気と十分に攪拌されることで

ウイルス不活化を狙っているが、シャープのデータに

おける30秒間の照射と同等とは言えない。 
そこで前段に紫外線照射装置を追加することでさら

なるウイルス不活化を図る設計とした。紫外線とプラ

ズマクラスターイオンの両方の効果により 95％以上

のウイルス不活化を目指したい。 
また、今回入手した紫外線 LED は 265nm が中心

波長であるため人体への安全のために閉鎖チャンバ

ー内での照射とする設計とした。今後、人体に無害と

いわれる 222nm 前後の紫外線照射装置が入手できれ

ばウイルス不活化にとって朗報となろう。 
本共同研究は、新型コロナウイルス禍ではあったが

シンポジウム開催などを通じて学外研究者との交流

が飛躍的に活性化し、ウイルス不活化の定量化など今

後の研究の発展が期待される。 
 
 
［４］成果資料 
 未公表である。 


